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連携した結果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

住　所 福岡県糸島氏波多江駅北4丁目11-8 管理者名 関屋　亜矢子

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 就労支援施設　かけはし 事業所番号 4010000083

　泉屋六治では、糸島の農産物などの地域資源を活用した商品の製造・販売を行っております。本取り組みにおいて、商品の包装や加工工程の一部を担っていただ

くことで、地域資源を活かした商品づくりを支える重要な役割を果たしていただいております。

　利用者の皆様は作業手順をよく理解し、丁寧かつ確実に作業に取り組まれており、商品の品質維持にもつながっています。

　また、本取り組みは地域の事業所と企業が連携する地域連携の実践例であり、地域の中での就労機会の創出にもつながる大変意義のある活動であると感じていま

す。

　今後も継続して協力関係を築きながら、地域資源を活かした商品づくりと地域産業の発展につながる取り組みを進めていきたいと考えております。

電話番号 092-332-9506 対象年度 令和7年度

地域連携活動の概要

本事業所では、泉屋六治様より受託した商品パッケージ作業を実施している。

具体的には、

•	外袋の表面に商品名シールを貼付

•	外袋の裏面に商品説明シールを貼付

•	ティーバッグが入った袋を外袋に封入

•	外袋を封緘

以上の工程を利用者が担当している。

その後、

•	表裏両面にシールが正確に貼付されているか

•	ティーバッグが入っているか

•	封が確実にされているか

について、職員が最終確認を行い、品質管理を徹底している。

本活動の目的は、

•企業から求められる品質基準を理解し、正確な作業を行う力を養うこと

•手順に沿った継続的な作業を通じて、集中力・持続力を高めること

•報告・連絡・相談の習慣を身につけ、就労に必要な基本的態度を養うこと

•地域企業との連携を通じ、地域社会の一員としての役割を実感すること

である。

　不織布キャップを着用。

　商品をきれいに入れるためにラップの芯を

　使っています。

本活動を通じて、

•	利用者の作業精度およびスピードが向上している

•	指示理解力や確認作業の意識が高まり、不良品の発生率が低減している

•	責任を持って一工程を担う意識が醸成されている

•	地域企業との信頼関係の構築・継続につながっている

などの成果が見られる。

また、実際の市場に流通する商品の一部を担う経験は、利用者の自信や就労意欲の向上にも

つながっている。

　　　　　決められた位置に

　　　　　丁寧に貼り付けて

　　　　　います。

連携先の企業等の意見または評価

　今後は、地域資源を活かした商品の加工や包装などの業務について、より安定した受注体制を整えることで、継続的な就労機会の創出につながる取り組みを進め

ていきたいと考えています。

　また、地域連携をさらに深めながら、作業内容の幅を広げることで、地域産業の発展と地域内での仕事づくりに貢献できる体制づくりを検討していきたいと考え

ています。

　糸島の農産物やハーブ等の地域資源を活かした商品づくりを通じ、地域に根ざした連携を進めていきたいと考えています。

連携先企業名 泉屋六治 担当者名 白石　強

様式１


